
JR中央線武蔵境駅南口の広場に移設・新築された公衆トイレ。既存のトイレは、道路計画上にありバリアフリー化などの課題もあったため「どなたにも使いやすい、街と調和するやさしいトイレ」へと生まれ変わった。

水まわりの特長
建物の特徴
東京都武蔵野市のJR中央線武蔵境駅南口の駅前広場の横に、築30年を経過した公衆トイレがあったが、道路の計画線上に立地しており、バリアフリー化や現在のトイレに求められる機能面での課題もあったため同広場内に移設。デザインコンセプトは「どなたにも使いやすい、街と調和するやさしいトイレ」。外観デザインは、広場に面した武蔵野市の複合施設や既設のベンチ、駅コンコースといった周囲の環境に馴染む、親しまれている広場にそっと添えられたような意匠。老若男女だけでなく子育て世代やお子様連れも、安心して広場に来れるよう、また外出しやすいきっかけにもなるようなトイレとなっている。また駅側の外壁には掲示板も設置。夜は広場側の外壁がライトアップされ、トイレと広場を優しく照らしている。

トイレの特長
トイレは、男性、女性、バリアフリートイレ、さらに、小さなお子様連れが安心して利用できるよう、あえて名称を設けていない“こどもと一緒に使えるトイレ”の4つの空間で構成。男女トイレの入口は、建物の東側と西側に分けて設けられ、お互いが鉢合わせにならないようにしている。また、採用器具は、節水性・衛生性・清掃性などの維持管理と、利用者の快適性、停電時の対応を考慮して選定。床の清掃性に優れた壁掛式便器や自己発電する器具、「きれい除菌水」機能つきのウォシュレットなど、あらゆる視点でトイレの管理、快適性を追求している。照明は常時点灯に加えて人感センサー付き照明を併用。器具の配置にあたっては、TOTOテクニカルセンターで空間検証が実施された。

建築概要
名称	 武蔵境駅南口公衆トイレ
所在地	 東京都武蔵野市境南町2-3
施主	 武蔵野市
設計	 株式会社	国設計
施工	 清本建設株式会社
竣工年月	 2023年3月
建築面積	 42.93㎡
延床面積	 42.93㎡
構造・階数	 鉄骨鉄筋コンクリート造・地上1階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュバルブ式：UAXC1CS2B	
ウォシュレット	アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830YS
ウォシュレット	アプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5840PN	
スペア付紙巻器：YH163	R/L	S／棚付二連紙巻器：YH702
自動洗浄小便器：UFS900WR／ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR
壁掛洗面器：LS*721BAP系／台付自動水栓：TLE26*J系
コンパクトオストメイトパック：UAS81RDB1NW／幼児用大便器：CS300B
ベビーシート：YKA25S／ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T114CL9R、T114CU22R、T114HK7R
幼児用手すり：YYB10

大便器は、床の清掃性に優れた壁掛大便器セット・フラッシュバルブ式を採用。さらに、停電時でも洗浄できる洗浄ボタンをオプションで選定している。曲線をモチーフにした明るく個性的な空間。1ヶ所はスタイリングコーナーとして使用できる。水栓金具は非接触で使用できる自己発電タイプの自動水栓を採用。カウンターは、傘や杖が落ちないように縁を立ち上げている。あえて名称を設けない、“こどもと一緒に使えるトイレ”。幼児用大便器やベビーチェア、ベビーシートなどを設けている。入口扉は、双子用ベビーカーが入室できる間口を確保した自動2枚引戸を採用している。

駅通路側に掲示板を設置。トイレは、男女トイレ、バリアフリートイレ、“こどもと一緒に使えるトイレ”の4つに分かれている。また、各トイレの入口には非常ボタンと連動し、トイレごとで色の異なる回転灯を設けている。

バリアフリートイレや“子どもと一緒に使えるトイレ”とそれぞれのトイレに、個別機能がわかるピクトグラムを掲示。色分けと大きな表示で、対象となる主な利用者をわかりやすく表現している。大便器の下には、菌の繁殖によるにおいの発生を軽減するハイドロセラ・フロアPCを設置。便座は、ノズルと便器ボウル面を除菌する「きれい除菌水」を備えた、ウォシュレットアプリコットPを採用している。小便器は床の清掃性に優れた壁掛型で、停電時でも使用可能な自己発電タイプの自動洗浄小便器を採用。足元には、尿の飛散によるにおいや汚れを軽減するハイドロセラ・フロアPUを設置している。

バリアフリートイレは、オストメイトに配慮して、コンパクトオストメイトパックを設置。荷物用のフックや着替えに使用できるフィッティングボードのほか、介助用のベッドも完備している。
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バリアフリートイレ バリアフリートイレは、オストメイトに配慮
して、コンパクトオストメイトパックを設
置。荷物用のフックや着替えに使用で
きるフィッティングボードのほか、介助
用のベッドも完備している。

男性トイレ	
小便器コーナー

小便器は床の清掃性に優れた壁掛
型で、停電時でも使用可能な自己発
電タイプの自動洗浄小便器を採用。
足元には、尿の飛散によるにおいや汚
れを軽減するハイドロセラ・フロアPUを
設置している。

男性トイレ	大便器ブース 大便器の下には、菌の繁殖によるにお
いの発生を軽減するハイドロセラ・フロ
アPCを設置。便座は、ノズルと便器ボ
ウル面を除菌する「きれい除菌水」を
備えた、ウォシュレットアプリコットPを採
用している。

トイレサイン バリアフリートイレや“子どもと一緒に使
えるトイレ”とそれぞれのトイレに、個別
機能がわかるピクトグラムを掲示。色
分けと大きな表示で、対象となる主な
利用者をわかりやすく表現している。

トイレ入口 駅通路側に掲示板を設置。トイレは、
男女トイレ、バリアフリートイレ、“こどもと
一緒に使えるトイレ”の4つに分かれて
いる。また、各トイレの入口には非常ボ
タンと連動し、トイレごとで色の異なる
回転灯を設けている。

“こどもと一緒に使える
トイレ”

あえて名称を設けない、“こどもと一緒
に使えるトイレ”。幼児用大便器やベ
ビーチェア、ベビーシートなどを設けて
いる。入口扉は、双子用ベビーカーが
入室できる間口を確保した自動2枚引
戸を採用している。

女性トイレ	洗面コーナー 曲線をモチーフにした明るく個性的な
空間。1ヶ所はスタイリングコーナーとし
て使用できる。水栓金具は非接触で
使用できる自己発電タイプの自動水栓
を採用。カウンターは、傘や杖が落ち
ないように縁を立ち上げている。

女性トイレ	
大便器コーナー

大便器は、床の清掃性に優れた壁掛
大便器セット・フラッシュバルブ式を採
用。さらに、停電時でも洗浄できる洗浄
ボタンをオプションで選定している。

建築概要
名称	 武蔵境駅南口公衆トイレ
所在地	 東京都武蔵野市境南町2-3
施主	 武蔵野市
設計	 株式会社	国設計
施工	 清本建設株式会社
竣工年月	 2023年3月
建築面積	 42.93㎡
延床面積	 42.93㎡
構造・階数	 鉄骨鉄筋コンクリート造・地上1階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュバルブ式：UAXC1CS2B	
ウォシュレット	アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5830YS
ウォシュレット	アプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5840PN	
スペア付紙巻器：YH163	R/L	S／棚付二連紙巻器：YH702
自動洗浄小便器：UFS900WR／ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR
壁掛洗面器：LS*721BAP系／台付自動水栓：TLE26*J系
コンパクトオストメイトパック：UAS81RDB1NW／幼児用大便器：CS300B
ベビーシート：YKA25S／ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R
パブリック用手すり：T114CL9R、T114CU22R、T114HK7R
幼児用手すり：YYB10
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けでなく子育て世代やお子様連れも、安心して広場に来れるよう、また外出しやす
いきっかけにもなるようなトイレとなっている。また駅側の外壁には掲示板も設置。夜
は広場側の外壁がライトアップされ、トイレと広場を優しく照らしている。

トイレの特長
トイレは、男性、女性、バリアフリートイレ、さらに、小さなお子様連れが安心して利用
できるよう、あえて名称を設けていない“こどもと一緒に使えるトイレ”の4つの空間で
構成。男女トイレの入口は、建物の東側と西側に分けて設けられ、お互いが鉢合
わせにならないようにしている。また、採用器具は、節水性・衛生性・清掃性などの
維持管理と、利用者の快適性、停電時の対応を考慮して選定。床の清掃性に優
れた壁掛式便器や自己発電する器具、「きれい除菌水」機能つきのウォシュレット
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えて人感センサー付き照明を併用。器具の配置にあたっては、TOTOテクニカル
センターで空間検証が実施された。

外観 JR中央線武蔵境駅南口の広場に移
設・新築された公衆トイレ。既存のトイ
レは、道路計画上にありバリアフリー
化などの課題もあったため「どなたに
も使いやすい、街と調和するやさしい
トイレ」へと生まれ変わった。
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